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M26a SUNRISE-3大気球太陽観測実験: 2024年フライト結果
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国際大気球実験 SUNRISE-3は、口径 1mの光学望遠鏡をNASAの大型気球に搭載して、高度 35km以上の大
西洋上空をスウェーデンから約 5日かけて飛翔させ、地上では難しい紫外線観測と大気ゆらぎの無い高解像度・
高精度光学観測を連続的に実施する計画である。本年 6月の再フライトに向けて 4月から射場であるスウェーデ
ンESRANGEで飛翔前試験を実施している。日本が開発を主導した近赤外線偏光分光装置 SCIPでは、画像デー
タの一部 pixelの値がおかしくなるという問題が低頻度で起きていたが、カメラのドライバを改良することでこの
問題を解決しフライトに向けて万全の状態となった。5月に入ってドイツMPSからリモートで運用を行うシステ
ムに移行し、ゴンドラをクレーンで吊ってフライトを模擬した状態での太陽光試験やフライト適合試験を完了さ
せた。新規導入した Starlinkによる衛星通信でもテレメトリ・コマンド通信ができることも実証できた。また、
科学会議（リハーサル）を何度か開催し、観測ターゲットを決定する枠組みを構築した。2022年のフライト時と
比べて太陽活動が活発になっており、磁気浮上領域やフレアなどの観測優先度を再考した。この中で、観測視野
の狭い SUNRISE-3でフレアトリガー領域を観測するために、フレア予測の手法（HiFER、κスキーム）を取り
込んだターゲット選定を試みている。5月 19日に正式に flight readyの状態になり何度か放球を試みたが、射場
の気象条件が整わず、打ち上げの機会を待っている状態である。本講演ではフライト結果を速報する予定である。


